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障害者の就労支援に資する
３Ｄプリンタ技術普及

事業のご紹介

－障害のある人が付加価値の高い職に就くための
３Ｄプリンタ技術の普及事業（平成26年度競輪補助事業）－

本事業は、一般財団法人 機械振興協会 技術研究所が競輪の補助により実施してます。
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機械振興協会 技術研究所の紹介

１．機械振興協会 技術研究所の紹介

２．事業の背景

３．３Ｄプリンタとは

４．３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

５．まとめ
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（１）一般財団法人 機械振興協会

機械振興協会 技術研究所の紹介

経済研究所（機械振興会館内） 技術研究所（東久留米市）

機械振興会館（港区）

インフラ

経 済 技 術

目的：ものづくり企業の支援（機械産業振興）
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機械振興協会 技術研究所の紹介

目的：ものづくり企業の支援

分野：材料分析・計測、工作機械、加工、システム

（受託試験）

新機械振興賞

表彰制度

人材育成

技術支援
（受託試験）

インフラ提供

成果の普及

研究事業

ものづくり人材育成事業、
３Ｄプリンタ活用

障害者就労支援事業

工作機械位置決め精度検査
材料試験、機器分析、精密計測

加工技術データファイル

ものづくり支援スペース
機器利用サービス

研究報告書、技研所報、
テクノフォーラム

実用性が高く、かつ共通的、
基盤的技術の研究開発

新機械振興賞

表彰制度

人材育成

技術支援
（受託試験）

インフラ提供

成果の普及

研究事業

ものづくり人材育成事業、
３Ｄプリンタ活用

障害者就労支援事業

工作機械位置決め精度検査
材料試験、機器分析、精密計測

加工技術データファイル

ものづくり支援スペース
機器利用サービス

研究報告書、技研所報、
テクノフォーラム

実用性が高く、かつ共通的、
基盤的技術の研究開発

（２）一般財団法人 機械振興協会 技術研究所
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事業の背景

１．機械振興協会 技術研究所の紹介

２．事業の背景

３．３Ｄプリンタとは

４．３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

５．まとめ
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事業の背景
（１）社会背景

近年の機械産業の構造変化への対応

障害をお持ちの方の
モチベーション・労働力

課 題

産業のボーダレス化による
新市場の開拓

生産技術活用農工連携による新市場

農工連携による
ものづくり企業支援事業

新規事業

３Ｄプリンタによる

障害者の就労支援事業

障害をお持ちの方の就労支援

少子高齢化と
労働力の減少

社会背景

経済のグローバル化
工場拠点の海外移転

歳出総額
90.3兆円

社会保障費
３０.５兆円

（３１.８％）

国家予算の構造問題
福祉予算の拡大
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事業の背景
（２）障害者の就労状況

約11％

約64.7％

約24.3％

約3.6％

出典：厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/service/shurou.html）に加筆
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事業の背景

出典：（左 図）内閣府ホームページ（http://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/h24hakusho/zenbun/zuhyo/zuhyo1_35.html
（右上図）社会福祉法人電機神奈川福祉センターホームページ（http://www.denkikanagawa.or.jp/archive/supporter/jittai.html）
（右上図）東京都教育庁ホームページ（http://www.shugaku.metro.tokyo.jp/File/rikaikeihatu/tuushin_6.pdf）

低工賃・低賃金

職種が限定的（付加価値？）

知的障害者が従事する職業ベスト５

製造業の仕事が縮小傾向？
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ビジネスモデル
／ワークフロー

企業

事業の背景
（３）機械産業の技術でユニバーサルデザイン化

人 人
人

人 人

お金（報酬）

(重点)価値

価値

お客様

仕事
仕事

道具
道具

お金（報酬）

仕事
仕事

仕事仕事

道具 道具
道具

道具

価値

人 人
人

人 人

価値

企業

お客様

価値

道具 道具
道具

道具 道具

道具
道具

道具 道具

ビジネスモデル
／ワークフロー

仕事仕事

道具 道具

(付加)価値

道具 道具道具 道具道具 道具
工程簡略化
自動化
ポカよけ

：

機械産業
の技術
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３Ｄプリンタとは
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３Ｄプリンタとは
（１）３Ｄプリンタの基本原理

例：光造形（ラピットプロトタイピング）
レーザ照射により硬化する液体樹脂を用いた造形法

光造形
ビデオ

発明者は日本人で、１９８０年 名古屋市工業研究所 小玉秀男氏
光学造形方式の他、粉末焼結積層造形法、熱溶解積層法など多種あり

レーザ

ガルバノミラー

Zテーブル

光硬化樹脂

モデル

Z
テ

ー
ブ

ル

モデル
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３Ｄプリンタとは
（２）３Ｄプリンタの用途例

製品開発（何を作るか）

製品企画 設計 試作 製造
販売

サービス
製造
方法

製造（どう作るか）

販売（どう売るか）

デザインレビュー・機能・構造確認

ロストワックス 製造ジグ

営業・プレゼン

出典：http://www.keyence.co.jp/marking/#3
http://rdavinch.blogspot.jp/2013/01/3d_21.html

都合により、１２／２０ページは、
配布をひかえさせて頂きたく

お願いします。
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３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

１．機械振興協会 技術研究所の紹介

２．事業の背景

３．３Ｄプリンタとは

４．３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

５．まとめ
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３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

（１）事業の概要
・課題

低工賃、社会参加不十分（特に製造業）←背景

・目的
障害者の幸福 ← 社会参加 ← 高付加価値(高賃金)就労実現

・方策
障害者の高付加価値就労として３Ｄプリンタ出力サービス
ビジネスの実現支援

・事業概要
平成26年度：実現なビジネスモデルの創出

平成27年度：障害者参加に参加頂きビジネスモデルを試行

平成28年度：付加価値サービス検討（形状・強度）→ 事業開始

平成29年度：作業性改善、自動化課題の検討
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３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

（２）平成26年度の目標

実現可能なビジネスモデル案の策定

3Dプリントサービス
企業

障害者就労
のための

NPO

東久留米市

法人（メーカ、医療）
コンシューマ

機械振興協会

プリント機器

下請け

技術
支援

3Dプリンタ貸出し
作業スペース貸出

サポート

協調

プリント発注

ビジネスモデル（素案）
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３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

（３）平成26年度の進捗

障害者マッチング
・基本セミナ(５回)

・上位機種検討

セミナー用機器
・３Ｄプリンタ
・造形材料など

調査・受注確保
・福祉施設調査
・発注元確保

ひと

設備

マーケット

◆ セミナ開催
第１回７／１７ ５名
第２回８／５ ２名
第３回８／２２ ３名
第４回９／４ ５名
第５回９／２５（予定）
上位機種検討（予定）

中間状況
特性に応じ広範に適応可能
・CAD  ：△出来る方もいる
・段取り：○多くの方可能
・後処理：◎殆んどの方可能

◆ セミナ用機器整備 →中間状況
基本セミナ用機器整備 ・５式他導入済
上位機種検討用機器（導入予定）

→

◆ 調査 →中間状況
特例子会社 ・３社調査済（バンダイ他）
就労継続支援Ｂ型事業所 ・1社調査済（ソノ研）

3社（調査予定）

◆ 受注確保 →中間状況
プリント出力業者調査 ・㈱ＪＭＣが承諾

- 委員(大学・福祉・企業・行政)
産業技術大学院大学
特定非営利活動法人 武蔵野の里
社会福祉法人 森の会
特定非営利活動法人 コイノニア
㈱ＪＭＣ
市立 さいわい福祉センター
東久留米市 福祉保健部
機械振興協会技術研究所

◆ 専門委員会
- 専門家意見-
第１回５／２８ １２名参加
第２回６／２６ １２名参加
第３回７／２８ １１名参加
第４回８／２０ １４名参加
第５回９／１７ （予定）
第６回１０月 （予定）
第７回１１月 （予定）
第８回１２月 （予定）
第９回 １月 （予定）
第１０回２月 （予定）
第１１回３月 （予定）

◆ テクノフォーラム
平成２７年３月予定

セミナーアンケート

JMC
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３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

（４）平成２７～２８年度

・ビジネスモデルの試行（平成27年度）

３Ｄプリント出力
サービス企業

機械振興協会

地域行政

法人（メーカ、医療）
コンシューマ

商用３Ｄプリンタ
（レンタル導入）

福祉法人等

プリント発注

模擬下請け

支援

障害者
参加

平成27年度ＪＫＡ補助事業申請中
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３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

・付加価値サービス検討（平成28年度）
技術研究所ならではの付加価値提供
3Ｄプリントアウトした製品の評価データ提供
・万能試験機による強度テスト（50ｔ、100Ｋｇ）
・振動試験機による耐久テスト
・三次元測定器による形状寸法計測
・荒さ計による表面粗さの計測

万能試験機（５０ｔ） 万能試験機（１００ｋｇ） 振動試験機
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まとめ

１．機械振興協会 技術研究所の紹介

２．事業の背景

３．３Ｄプリンタとは

４．３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業

５．まとめ
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まとめ
１．機械振興協会 技術研究所の紹介
・ものづくり企業支援

→ものづくり企業支援＋農工連携（第一次産業）
＋障害者就労支援（第三次産業）

2．事業の背景
・障害者の低工賃、社会参加不十分（特に製造業への参加不十分）

３．３Ｄプリンタとは
・３Ｄプリンタの概要

４．３Ｄプリンタによる障害者の就労支援事業の概要
・目 的：障害者の幸福 ← 社会参加 ← 高付加価値（高賃金）就労実現

事業概要：Ｈ２６：ビジネスモデルの検討（人、物、マーケット観点）

→中間報告：テクノフォーラム（平成27年2月6日）

Ｈ２７：障害者に協力頂きビジネスモデルを試行

Ｈ２８：本格事業開始＆付加価値サービス検討（形状･強度）

Ｈ２９：その他作業性改善、自動化課題の検討と対応


